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要

旨備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、

台
風
が
近
づ
い
て
お
り
夕
方
か
ら
大
雨
と
い
う
天
気

予
報
を
聞
け
ば
、
雨
具
を
持

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

エ

ゾ
シ
カ
保
護
管
理
計
画
の
場
合
は
ど
う
か
。
乱
獲
と

大
雪
に
よ
り
絶
滅
し
か
け
た

エ
ゾ
シ
カ
に
と

っ
て
、

冬
は
狩
猟
と
積
雪
と
い
う
二
重
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
い
つ
ど
こ
で
何
頭
撃
た
れ
る
か

・
何
割
餓

死
す
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
待

っ

て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
に
よ

り
、
個
体
数
管
理
す
る
と
い
う
。
だ
が
最
新
の
デ
ー

タ
を
用
い
た
迅
速
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
も
な
け
れ

ば
、
各
地
域
の
個
体
数
指
数
の
変
化
に
自
然
死
亡
率

が
ど
う
影
響
し
た
か
と
い
う
評
価
も
な
い
。

こ
の
程

度
で
順
応
的
管
理
が
出
来
る
の
か
?
い
ざ
と
な
れ
ば

安
易
に
禁
猟
す
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
?
そ
こ
で
、
予
期
せ
ぬ
ド
カ
雪
な
ど
に
よ
り
、
個

体
数
激
減
の
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
た
時
に
、
リ
ス
ク
を

い
か
に
軽
減
す
る
か
紹
介
す
る
。
大
変
恐
縮
で
あ
る

が
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
図
表
の

一
部
が
未
掲
載
で

あ
る
(図
鵠
勺
と
表
示
)。
文
末

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス
に
て
公
開
予
定
な
の
で
、
御
覧
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

北
海
道
の
エ
ゾ
シ
カ
保
護
管
理
計
画
に
お
け
る
自
然
死

亡
率
の
評
価
に
つ
い
て

道
東
地
域

エ
ゾ
シ
カ
保
護
管
理
計
画

(北
海
道

一
九
九

八
)
で
は
、
自
然
死
亡
の
大
部
分
を
占
あ
る
と
思
わ
れ
る

豪
雪
に
よ
る
餓
死
に
つ
い
て
、
通
常
年
と
豪
雪
年
に
区
分

し
て
、
性
別
ご
と
に
生
存
率
を
示
し
て
い
る
。
通
常
年
は
、

オ
ス
○

・
八
五
メ
ス
○

・
九
〇
子
○

・
七
〇
、
豪
雪
年
は
、

オ
ス
○

・
二
〇
メ
ス
○

・
四
五
子
○

・
二
〇
と
な

っ
て
い

る
。
豪
雪
年
の
定
義
は
、
釧
路
平
野
に
お
け
る
最
深
積
雪

深
八
○

㎝
を
超
え
る
年
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
豪
雪
年
が

二
年
連
続
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
豪
雪

年
の
翌
年
度
は
、
禁
猟
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

北
海
道

(
一
九
九
八
)
に
お
い
て
、
豪
雪
年
が
二
年
連

続
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
点
は
評
価
出
来
る

が
、
最
深
積
雪
深
八
○

㎝
を
超
え
る
こ
と
が
大
量
死
に
結

び

つ
く
根
拠
が
あ
る
の
か
。
北
海
道
の
基
準
で
、
道
東
地

域
全
体
を
平
年
、
豪
雪
年
と
み
な
す
こ
と
は
問
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
積
雪

(降
雪
)
は
、

一
般
的
に
海
岸
部
や

高
標
高
地
で
多
く
、
地
形
や
風
向
き
に
も
左
右
さ
れ
、
さ

ら
に
道
東
地
域
に
お
け
る
大
雪
は
、
冬
型
の
気
圧
配
置
に

よ
る
場
合
と
低
気
圧
の
発
達
に
よ
る
場
合
が
あ
り
、
観
測

地
点
で
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
仮
に
自
然
死
亡
率
が
道
東
地
域
全
体
で
豪
雪
年

の
よ
う
に
高
か

っ
た
場
A
口、
ど
の
よ
う
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
に
よ

っ
て
把
握
す
る
の
だ
ろ
う
か
?
個
体
数
指
数
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
捕
獲
努
力
量
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
セ

ン
サ
ス
は
自
然
死
亡
率
を
評
価
す
る
に
は
調
査
時
期
が
早

す
ぎ
、
春
の
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
い
。
捕
獲
努
力
量
、
捕
獲
統
計
、
農
林
業
被
害
額
お
よ

び
列
車
事
故
件
数
の
集
計
に
も
時
間
が
か
か
り
、
狩
猟
計

画
に
反
映
さ
れ
る
の
は
二
年
後
で
あ
る

(梶
ら

一
九
九
八
)。

秋
の
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
な
ど
で
個
体
数
減
少
が
確
認
さ
れ

て
も
、
既
に
そ
の
前
に
、
駆
除
が
実
施
さ
れ
、
翌
年
の
狩

猟
計
画
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
間
に
豪
雪
年
が
二

年
連
続
す
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
計
画
で
は
、
個
体

数
管
理
を
緊
急
減
少
、
漸
減
、
漸
増
、
禁
猟
措
置
の
四
段

階
に
設
定
し
て
い
る
が
、
禁
猟
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況

(個
体
群
の
低
質
化
と
持
続
的
狩
猟
が
損
な
わ
れ
る
状
況
)

に
な
る
こ
と
は
個
体
数
管
理
の
失
敗
と
言

っ
て
も
過
言
で
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は
な
い
。
あ
く
ま
で
目
標
水
準
前
後
の
個
体
数
を
維
持
す

る
こ
と
が
重
要

で
あ
ろ
う
。
多
く
の
野
生
生
物
が
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
早

急
に
保
護
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
こ
れ
以
上
リ
ス
ト
に
追
加
さ
せ
な
い
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
管
理
の
欠
点

(個
体
数

指
数
利
用
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ
グ
)
を
解
消
す
る
に
は
、

早
春
に
複
数

の
越
冬
地

で
調
査
を
行
う
か

(
エ
ゾ

シ
カ
の

越
冬
に
適
し
た
環
境
は
限
ら
れ
、
夏
期
よ
り
も
分
布
に
偏

り
が
生
じ
る
の
で
、
大
量
死
は
目
立

つ
反
面
見
過
ご
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
)
、
段
階
的
に
道
東
全
体

の
個
体
数
管

理
か
ら
各
地
域
個
体
群
ご
と
の
個
体
数
管
理

へ
移
行
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

現
在

の
大
雑
把
な
猟
区
や
猟
期
設
定

で
は
、

い
つ
ど
こ

で
何
頭
の
シ
カ
が
捕
獲
さ
れ
る
か
は
ハ
ン
タ
ー
次
第

で
あ

り
、

一
方
、
各
地
域
個
体
群
に
お
け
る
自
然
死
亡
発
生
の

リ
ス
ク
は

一
律

で
は
な
い
。
よ

っ
て
、
漸
増
、
漸
減
措
置

の
段
階
に
お
い
て
、
広
域
的
に
目
標
水
準
前
後
で
個
体
数

を
維
持
出
来
る
か
ど
う
か

(適
正
な
密
度
に
な
る
か
ど
う

か
)
は
疑
わ
し
い
。
前
者
に
対
し
て
は
管
理
猟
区
の
設
定

と
各
管
理
目
標
に
応
じ
た
捕
獲
頭
数
規
制
が
有
効
で
あ
り
、

後
者
に
対
し
て
は
各
地
域
個
体
群
の
自
然
死
亡
率
を
地
域

間
や
年
度
別
に
比
較
し
な
が
ら
、
管
理
目
標

や
捕
獲
頭
数

を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

美
幌
峠
牧
場
個
体
群
の
当
歳
の
死
亡
率
に
つ
い
て

美
幌
峠
牧
場
個
体
群

(以
下
美
幌
個
体
群
)
と
は
、
約

三
〇
〇
㎞
の
牧
場
で
春
か
ら
秋
ま
で
牧
草
を
採
食
し
て
い

る
群
れ
を
さ
し
て
い
る
。
有
害
駆
除
は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
冬
期
に
は
狩
猟
の
対
象
と
な
り
、
越
冬
場
所
は
、
阿

寒
国
立
公
園
お
よ
び
牧
場
の
周
辺
に
広
が
る
森
林
と
考
え

ら
れ
る
。
成
獣
、
亜
成
獣
は
、
当
歳
と
比
べ
て
狩
猟
の
対

象
に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
こ
こ
で
は
触
れ
て

い
な
い
。
当
歳
の
場
合
も
狩
猟
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
人
為
的
死
亡
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
当
歳
の
死
因
の
全
て
が
自
然
死
亡
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
後
述
す
る
積
雪
パ
タ
ー
ン
と
の
相
関
か
ら
、
死

因
の
大
部
分
は
、
自
然
死
亡

(特

に
餓
死
)
だ
ろ
う
と
推

測
し
て
い
る
。
当
歳
の
生
存
率
の
良
否
は
、
個
体
群
が
増

加
す
る
か
否
か
に
影
響
を
与
え
る
。
結
果
は
、
図
1
に
示

し
た
。

こ
こ
で
用
い
た
死
亡
率

(%
)
は
、
牧
場
全
体
に
お
け

る
当
歳

(子
)

の
最
多
目
撃
数

(春
五
月
、
秋
九
、
十
月

に
そ
れ
ぞ
れ
六
～
十
日
ず

つ
行

っ
た
調
査
に
よ
る
)
を
用

い
、
(前
年
秋
の
最
多
目
撃
数

-
春

の
最
多
目
撃
数
)

÷

前
年
秋

の
最
多
目
撃
数
×

一
〇
〇
で
算
出
し
て
い
る
。
実

際
の
当
歳
の
生
息
数
と
最
多
目
撃
数
に
ど
の
程
度
差
が
あ

る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
よ

っ
て
差
を
縮
め
る
た
め
に
複
数

回
調
査
を
行
い
、
悪
天
候
や
人
為
的
撹
乱
な
ど
に
よ
る
ば

ら

つ
き
も
見
ら
れ
る
の
で
平
均
値

で
は
な
く
最
大
値
を
用

い
て
い
る
。
二
〇
〇

一
年
秋
、
二
〇
〇
二
年
春
お
よ
び
秋

の
調
査
デ
ー
タ
は
欠
い
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
春
の
死
亡

率
は
、

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
秋
の
当

歳
数
を
参
考

に
し
て
、
二
〇
〇
二
年
秋
の
当
歳
数
を
二
〇

〇
～
二
五
〇
頭
と
仮
定
し
て
求
め
た
値
で
あ
る
。
二
〇
〇

二
年
春
の
死
亡
率
は
算
出
出
来
な
か

っ
た
。

一
九
九
八
年
春
に
は
、

一
九
九
七
年
十
月
二
日
に
観
察

さ
れ
た
当
歳
の
個
体
数

一
八
五
頭

(東
京
農
大

岡
田
未

発
表

"
月

一
回

の
調
査
)
を
上
回
る
二
三
五
頭

の
当
歳

(満

一
歳
)
が
目
撃
さ
れ
、

一
九
九
八
年
春

の
死
亡
率
は

極
あ
て
低
い
と
思
わ
れ
た
。

一
九
九
九
年
春
の
死
亡
率
は

十
九

・
九
%
、
二
〇
〇
〇
年
春
の
死
亡
率
は
五
二
・
一
%
、

二
〇
〇

一
年
春
の
死
亡
率
は
二
〇

・
九
%
で
あ

っ
た
。
二

○
〇
三
年
春
の
推
定
死
亡
率
は
六
〇

・
○
～
六
八

・
○
%

で
あ

っ
た
。

阿
寒
湖
周
辺
の
越
冬
地
に
お
け
る
死
亡
率
に
つ
い
て

一
九
九
四
年
度
か
ら

一
九
九
六
年
度
ま
で
調
査
結
果
に

よ
る
と

(宇
野
ら

一
九
九
八
)
、

一
九
九
五
年
度

の
自
然

死
亡
率
は
、
子
で
推
定
約
八
九
%
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

一
九
九
四
年
度
の
自
然
死
亡
率
は
最
も
低
く
、
子
で
推
定

十
五
%
と
さ
れ
る
。

一
九
九
六
年
度
は
、
自
然
死
亡
し
た

個
体
の
う
ち
メ
ス
成
獣
の
占
め
る
割
合
が
、
前
年
度
の
二

六

・
四
%
に
比
べ
三

・
四
%
と
低
か

っ
た
が
、
子
の
自
然

死
亡
率
は
推
定
約
六
六
%
と
高
い
水
準
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

前
年
度
の
積
雪
期
間
の
長
期
化
に
伴
う
出
産
日
や
子
の
成

長
の
遅
れ
が
、
翌
年
度
の
子
の
死
亡
率
に
も
影
響
し
た
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
年
も
発
見
さ

れ
た
死
亡
個
体
の
約
八
五
%
～
九

一
%
が
自
然
死
と
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
阿
寒
湖
周
辺
の
前
田

一
歩
園
財
団
所
有
地
で
は
、

樹
皮
食
い
防
止
の
た
め
に
、

一
九
九
九
年
十
二
月
か
ら
毎

年
積
雪
期
に
冬
期
間
限
定
給
餌
を
行

っ
て
い
る
。
二
〇
〇

〇
年
度
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
阿
寒
川
上
流
域
の
給
餌

場
周
辺

(保
護
区
)
に
お
い
て
、
東
京
農
大
生
物
産
業
学

部
の
高
崎
ゆ
か
り
氏
ら
の
協
力
を
得

て
、
死
亡
個
体
数
を

調
査
し
、
死
亡
率
を
算
出
し
た
。

こ
の
場
合
の
死
亡
率

(%
)
は
、
雪
解
け
後
に
給
餌
場
周
辺

(河
畔
、
休
息
場

所
含
む
)
十
～
十
五
㎏
の
範
囲
で
発
見
さ
れ
た
死
亡
個
体

数

÷
給
餌
期
間
中
に
給
餌
場
周
辺
で
目
撃
さ
れ
た
最
多
個

体
数
×

一
〇
〇
で
算
出
し
た
。

死
亡
率
は
二
〇
〇
〇
年
度
十
九

・
○
%
、
二
〇
〇

一
年

度
十
二

・
七
%
、
二
〇
〇
二
年
度
二
二

・
○
で
あ

っ
た

(図
1
)。
い
ず
れ
の
年
も

一
九
九
四
年
度

(宇
野
ら

一
九

九
八
)

に
近
似
し
た
値
で
あ
り
、
年
次
変
動
も
小
さ
く
、
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給
餌
に
よ

っ
て
積
雪

の
影
響
が
緩
和
さ
れ
、
特

に
自
然
死

亡
率
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
〇

〇
〇
年
度
と
二
〇
〇
二
年
度
の
死
亡
率
に
つ
い
て
阿
寒
川

流
域
と
美
幌
個
体
群
を
比
較
す
る
と
、
阿
寒

の
死
亡
率
は

当
歳
死
亡
率

で
は
な
い
の
で
厳
密
な
比
較
と

は
言

い
難

い

が
、
二
〇
〇
〇
年
度
は
差
が
ほ
と
ん
ど
無
く

(十
九

・
○

%
≒
二
〇

・
九
%
)
、
二
〇
〇
二
年
度
は
美
幌

個
体
群

の

方
が
高
か

っ
た

(二
二

・
○
%
《
六
〇

・
○
～
六
八

・
○

%
)。
阿
寒
湖
周
辺
の
エ
ゾ

シ
カ
は

一
九
九
九

年
度
以
降

の
冬
期
間
給
餌

に
よ
り
積
雪
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
生

存
率
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
美
幌
個
体
群

の
当

歳
死
亡
率
は
、

一
九
九
九
年
度
以
降
も
年
変
動
が
大
き
い
。

よ

っ
て
、
美
幌
個
体
群
の
越
冬
地
は
、
阿
寒

湖
畔

に
限
ら

ず
広
域
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
三
年
五

月
に
美
幌
峠
牧
場
で
目
撃
し
た
個
体
に
は
、
外
見
上
極
度

に
痩
せ
た
成
獣
個
体
も
含
ま
れ
、
給
餌
に
依

存
し
な
か

っ

た
個
体
も
多
い
と
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

阿
寒
川
上
流

域
に
お
い
て
は
、
給
餌
場
の
設
置
個
所
が
十

分
と
は
言
え

な
い
た
め
、
図
1
に
示
し
た
値
よ
り
も
高

い
死
亡
率
を
示

す
場
所
が
存
在
し
う
る
だ
ろ
う
。

栄

養

状

態

と

自

然

死

亡

に

つ
い

て

こ

の
分

野

の
研

究

は
、

兵

庫

県

立
人

と
自

然

の
博

物

館

の
横

山

真

弓

氏

が

詳

し

い
。

エ
ゾ

シ
カ

は
、

春

か

ら

秋

ま

で
体

脂

肪

を

蓄

積

し

冬

に
備

え

る
。

餓
死

は
、

体

脂

肪

が

閾

値

を

下

回

る

こ
と

に

よ

り
生

じ

(
照
○
吋
o
旨

3
p

①
け
巴
●

N
O
O
O
)
、

脂

肪

の
蓄

積

、

消

費

に

は
、

性

差

や

齢

差

が

あ

る
と

さ
れ

る

(
照
o
犀
o
図
p
ヨ
p

g

p
}・
一
㊤
Φ
①
)
。

栄
養
状
態
悪
化
の
要
因

餓
死
は
、
脂
肪
の
減
少
と
い
う
栄
養
状
態

の
悪
化
に
よ

り
生
じ
る
も
の
だ
が
、
脂
肪
減
少
の
主
な
要
因
は
、
積
雪

に
よ
る
良
質
な
餌

の
不
足

(利
用
可
能
量
の
減
少
)
で
あ

ろ
う

(宇
野
ら

一
九
九
八
)
。

エ
ゾ

シ
カ
の
冬
期
の
主
食

は
、
資
源
量
が
多
く
、
多
少
の
積
雪
で
も
掘
り
起
こ
し
て

採
食
可
能
な
サ
サ
で
あ
る
。
栄
養
価
も
短
期
間
の
飢
え
を

し
の
ぐ
こ
と
が
可
能
な
水
準
で
あ
ろ
う

(相
馬
ら

一
九
九

六
)
。
し
か
し
、
積
雪
深
が
七
〇

㎝
前
後

に
な
る
と
、

サ

サ
を
採
食
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
そ
れ
以
上
の
積
雪

深

で
は
、
木
本
類

に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る

(北
原
ら
二

〇
〇
〇
)
。
木
本
類
の
う
ち
特
に
樹
皮
は
、
十
分
な
量
を

摂
取
出
来
ず
、
さ
ら
に
栄
養
価
や
消
化
率
が
サ
サ
よ
り
も

低
く

(増
子
ら
二
〇
〇

一
)
、
十
分
な
栄
養
も
摂
取
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
樹
皮
に
長
期
間
依
存

す
る
こ
と
は
脂
肪

の
消
費
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

シ
カ
の
密
度
が
高
い

(例
え
ば

一
〇
〇
頭
/
面

前
後
)
場
合
、
積
雪
が
少
な
く
て
も
短
期
間
に
サ
サ
が
食

い
尽
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
他
の
草
本
類
や
枝
葉
な

ど
も
不
十
分

で
あ

っ
た
り
、
積
雪
期
の
移
動
が
容
易
で
な

い
場
合
、
樹
皮

に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
生
ま
れ

る
だ
ろ
う
。

樹
皮
食
い
の
発
生
と
積
雪
パ
タ
ー
ン

樹
皮
に
対
す
る
依
存
度
は
、
積
雪
深
が
約
七
〇

㎝
を
超

え
て
い
る
期
間
中
特

に
高
い
の
で

(北
原
ら
二
〇
〇
〇
)、

そ
の
期
間

(
日
数
)
と
最
深
積
雪
深
の
年
次
変
化
を
、
網

走
管
内
の
知
床
半
島
宇
登
呂
と
津
別

(図
=
℃
)、
な
ら
び

に
釧
路
管
内
の
阿
寒
湖
畔
、
川
湯
、
中
徹
別
、
根
室
管
内

知
床
半
島
羅
臼
に

つ
い
て
示
し
た

(
図
2
～
6
)
(気
象

庁
提
供
デ
ー
タ
を
改
変
)。

阿
寒
湖
畔

(図
3
)

で
は
、
積
雪
深
約
七
〇

㎝
以
上
の

日
数

(
以
下
、
期
間
と
表
記
)
と
最
深
積
雪
深
の
相
関
は

弱
い

(
r
11
0

・
四
七
九

P
〈
○

・
〇
五
)。

一
方
、

宇
登
呂

(図
2
)
(
r
持
○

・
七
二
〇

P
〈
○

・
〇

一
)、

川
湯

(図
4
)
(
r
醤
○

・
七
六

一

P
O

・
〇

一
)、
羅

臼

(図
6
)
(
r
目
○

・
六
〇
九

P
〈
○

・
〇
五
)

で

は
、
か
な
り
相
関
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
宇
登
呂

(図
2
)

と
阿
寒
湖
畔

(図
3
)
の
よ
う
に
、
同

一
年
で
も
地
域
に

よ

っ
て
、
積
雪
パ
タ
ー
ン

(期
間
)
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

通
常
期
間
が
長
く
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
シ
カ
の
越
冬

密
度
が
高
い
ほ
ど
、
樹
皮
食
害
は
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
同
時
に
餓
死
も
次
第
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
食
害

の
増
加
速
度
は
徐
々
に
鈍
る
だ
ろ
う
。

中
徹
別
は
、
釧
路
平
野
の

一
部
で
あ
り
、
最
深
積
雪
深

は

一
九
九
九
年
度
か
ら
二
〇
〇

一
年
度
ま
で
連
続
的
に
八

○

㎝
以
上
を
記
録
し
て
い
る

(図
5
)
。
北
海
道

の
基
準

で
は
、

こ
の
よ
う
な
年
を
道
東
地
域
に
お
け
る
豪
雪
年
と

定
義
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
客
観
性
に
乏
し

い
基
準
で
は
、
道
東
地
域

に
生
息
す
る
エ
ゾ
シ
カ
の
自
然

死
亡
率
を
説
明
出
来
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば

阿
寒
湖
周
辺
に
お
い
て
成
獣
を
含
む
多
く
の
自
然
死
亡
が

確
認
さ
れ
た

一
九
九
五
年
度

(宇
野
ら

一
九
九
八
)
の
中

徹
別
で
は
、
最
深
積
雪
深
六

一
㎝
、
期
間
○
日
で
あ

っ
た

(図
5
)。
さ
ら
に
、
北
海
道

(
一
九
九
八
)
で
は
、
釧
路

平
野
に
お
け
る

一
九
八
四
年
の
最
深
積
雪
深
が
八
○

㎝
で

あ
り
豪
雪
年

で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
八

四
年

の
釧
路
管
内
阿
寒
湖
畔
に
お
け
る
最
深
積
雪
深
は

一

六
〇

㎝
と
多

い
が
、
期
間
は
三

一
日
と
平
年
以
下
で
あ
る

(図
3
)。

屈
斜
路
湖
畔

に
位
置
す
る
川
湯
の
積
雪

(期
間
)
パ
タ
ー

ン

(図
4
)

は
阿
寒
湖
畔
の
積
雪

(期
間
)

パ
タ
ー
ン

(図
3
)
と

一
九
九
〇
年
代
前
半
は
異
な

っ
て
い
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

一
九
九

七
年
度
以
降

の
美
幌
個
体
群
の
当
歳
死
亡
率
は
、
既
存
の

デ
ー
タ
に
お
い
て
は
川
湯
方
面
の
期
間
と
の
間
に
相
関
が

み
ら
れ

(
r
11
0

・
九
四
八

P
〈
○

・
〇
五
)
、
美
幌
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個
体
群
の
越
冬
地
の

一
つ
と
し
て
阿
寒
国
立
公
園
内
の
屈

斜
路
湖
周
辺
域
が
考
え
ら
れ
る
。

樹
皮
に
対
す
る
依
存
日
数
と
餓
死
の
増
加

現
在
道
東
地
域
に
生
息
す
る

エ
ゾ

シ
カ
は
樹
皮
を
ど
の

く
ら
い
の
期
間
食
べ
続
け
る
、
も
し
く
は
餌
を
ほ
と
ん
ど

食
べ
ら
れ
な
い
状
態
が
続
く
と
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う

か
?当

然
な
が
ら
、
越
冬
前
の
脂
肪
の
蓄
積
や
越
冬
中
の
脂

肪

の
消
費

に
は
、
齢
差

や
性
差
が
あ
り

(
皮
○閃
o葦

5
p

簿

巴
.
お
⑩①
)、
さ
ら
に
個
体
群
の
質

(体
重
や
妊
娠
率

な
ど
)
は
生
息
環
境
の
変
化

(積
雪
、
生
息
密
度
、
森
林

植
生

(餌
の
資
源
量
)、
農
耕
地

の
存
在
、
防

鹿
柵
設
置

な
ど
)
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
点

(北
海
道
環
境
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇

一
)
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
通
常
は
、
子
や
高
齢
個
体
か
ら
先

に
死
亡
す
る

(宇
野
ら

一
九
九
八
)。

一
九
九
五
年
度
の
越
冬
期
に
は
、
阿
寒
湖
周
辺
に
お
い

て
、
樹
皮
食
い

(北
原
ら
二
〇
〇
〇
)
や
成
獣
を
含
む
多

く
の
自
然
死
亡
が
確
認
さ
れ
た

(宇
野
ら

一
九
九
八
)
。

一
九
九
五
年
十
二
月
下
旬
か
ら

一
九
九
六
年

四
月
中
旬
ま

で
、
阿
寒
湖
畔
北
部
お
よ
び
西
部
の
保
護
区

に
お
い
て
樹

皮
食
い
が
見
ら
れ
た
場
所
に
固
定
調
査
路

(
シ
カ
道
に
沿
っ

て
各
五
〇
～

一
〇
〇

m
)
を
十

ヶ
所
設
定
し
た
。
そ
の
際

調
査
路

一
帯

で
発
見
し
た
死
亡
個
体
数
を
月
別
に
示
し
た

(図
7
)。
阿
寒
湖
畔
北
部
お
よ
び
西
部
で
は
、
十
二
月
下

旬
か
ら
四
月
中
旬
ま
で
樹
皮
食
い
行
動
が
見
ら
れ
、
最
初

に
死
亡
個
体
を
発
見
し
た
の
は
、
樹
皮
食
い
開
始
後
約
四

〇
日
経
過
し
た
二
月
上
旬
で
あ

っ
た
。
二
月
下
旬

(約
六

〇
日
経
過
)
ま
で
に
発
見
し
た
死
亡
個
体
は
、
当
歳

(年

齢
査
定
は
行

っ
て
い
な
い
)
と
推
測
さ
れ
る
六
頭
お
よ
び

メ
ス

一
頭

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
三
月
下
旬

(約
九
〇
日

経
過
)
ま
で
当
歳
の
死
亡
が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
三
月
上

旬
以
降
オ
ス
や
メ
ス
の
死
体
も
多
く
発
見
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
固
定
調
査
路

一
帯

に
お
け
る

一
日
当
た
り
の
当

歳
目
撃
頭
数
の
最
大
値
は
、

一
月
上
旬
の
二
三
頭
で
あ

っ

た

(四
月
上
中
旬
に
限
れ
ば

一
日
二
頭
が
最
多
)
。
同

一

地
域
で
四
月
中
旬
ま
で
に
延
べ
二

一
頭
の
当
歳
と
思
わ
れ

る
死
体
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
見
落
と
し
が
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
て
も
、
当
歳
の
死
亡
率
は
非
常
に
高
か

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
阿
寒
湖
南
部
の
阿
寒
川
流
域
に
お
い
て
、
よ
り

広
域
的
に
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
た
宇
野
ら

(
一
九
九
八
)

に
よ
れ
ば
、
二
月
下
旬
ま
で
に
三

一
頭
の
当
歳
の
死
亡
個

体
を
発
見
し
て
い
る
。
三
月
下
旬
ま
で
に
さ
ら
に
二
八
頭

の
当
歳
の
死
亡
個
体
を
発
見
し
て
い
る
。
当
歳
の
死
亡
個

体
の
発
見
や
ロ
ー
ド
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
当
歳
目
撃
数
は
、

四
月
以
降
少
な
く
な
り
、
三
月
下
旬
ま
で
に
大
部
分
が
死

ん
だ
と
さ
れ
る
。
メ
ス
の
死
亡
は
、
四
月
上
旬
以
降
増
加

し
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、

一
九
九
五
年
度
の
よ
う
な
状
況

下
で
は
、
当
歳
の
死
亡
が
急
増
し
始
あ
る
の
は
、
樹
皮
食

い
開
始
後
約
五
〇
日
以
降
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
五
〇

日
と
い
う
値
は
、
阿
寒
湖
畔
の
過
去
二
四
年
間
の
平
均
値

五

一
日
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
興
味
深
い
。
さ
ら
に
樹
皮
食

い
開
始
後
約
九
〇
日
程
度
で
当
歳
の
大
部
分
が
死
亡
す
る

と
推
定
さ
れ
る
。
当
歳
に
と

っ
て
は
、
こ
の
四
〇
日
の
差

が
重
要
な
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
期
間
が
長
期
化
す
る
と
メ

ス
や
オ
ス
も
死
に
始
め
る
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
値

は
、
生
息
密
度
や
生
息
環
境
の
変
化
に
伴

い
餌
条
件
が
悪

化
し
た
り
、
個
体
群
が
低
質
化
し
体
格
が
小
型
化
す
る
と

よ
り
期
間
が
短
縮
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
当
然
逆
の
場
合

も
あ
る
。
よ

っ
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

期
間
の
平
年
値
が
五
〇
日
を
大
幅
に
上
回
る
よ
う
な
地

域
で
は
、
地
域
個
体
群
が
毎
年
安
定
的
に
越
冬
す
る
の
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
九
五
年
度

の
阿
寒
湖
畔
の
ほ
か
に
、

一
九
九
九
年

度
お
よ
び
二
〇
〇
二
年
度
の
阿
寒
湖
畔
と
川
湯
の
観
測
値

が
、
期
間
約
九
〇
日
を
超
え

(図
3
、

4
)
、
当
歳
の
大

部
分
が
死
亡
し
、

メ
ス
や
オ
ス
も
死
に
始
あ
る
条
件
に
該

当
す
る
。
美
幌
個
体
群

に
お
け
る

一
九
九
九
年
度
の
当
歳

死
亡
率
は
五
二

・
一
%
、
二
〇
〇
二
年
度
の
推
定
当
歳
死

亡
率
は
六
〇

・
○
～
六
八

・
○
%
で
あ
り
、
他
年
度
よ
り

は
相
対
的
に
高

い
が
、
大
部
分
が
死
ん
だ
と
い
う
レ
ベ
ル

で
は
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
阿
寒
湖
周
辺
で
越
冬
し
て
い

た
個
体
群
が
給
餌
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
美
幌
個
体
群

の
中
に
も
阿
寒
湖
畔

で
越
冬
す
る
グ
ル
ー
プ
が
少
な
か
ら

ず
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
当
歳
死
亡
率
は
さ
ら
に
上

昇
し
た
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。
実
際

一
九
九
九
年

度
は
、
給
餌
を
実
施
し
な
か

っ
た
阿
寒
湖
西
部
の
林
班

で

は
、
顕
著
な
樹
皮
食

い
が
見
ら
れ

(増
子
ら
二
〇
〇
二
)
、

当
歳
の
死
体
も
見
ら
れ
た
。

海
外

の
事
例
で
は
、
直
接
目
を
通
す
こ
と
が
出
来
な
か

っ

た
が

「じu
お

Ω
p
8
①
O
h
Z
o
詳
げ
>
8
霞
8
餌
ー
国
oO
一〇
σq
図

ゆ
巳

ζ

雪

餌
σq
§

魯

二

(
oQ
筈

目
こ
ぴ
&
Ω
=
げ
①
詳

お

刈
○。
)

(
日
本

版

「
大

型

哺

乳

類

の
生

態

と

保

護

・
管

理

」

㈱

野

生

動

物

保

護

管

理

事

務

所

訳

一
九

九

二
)

の
中

で
、
霞
p
一一。。

が
、

ω
Φ
<
Φ
同
言
σp
げ
p
二
。。
に

よ

る

オ
ジ

ロ
ジ

カ

の
研
究

を

紹

介

し

て
い
る
。
ω
Φ
<
霞
ぎ

σq
プ
p
二
ω
(
一
⑩
δ

)

に
よ

れ
ば
、

ニ

ュ
ー

ヨ

ー
ク
州

で

は
、

積

雪

深

が

三
八

・

一
㎝
以
上

の
日

が

四

〇

日

間

に
達

す

る

と
当

歳

子

が
死

に
始

め
、

五

〇

・
八

㎝

の
積

雪

深

が
約

六

〇

日
間

続

い

た
後

に
は
成

獣

も
死

に
始

め

た

と
報

告

し

て

い

る
。

期

間

で
評

価

し

た
点

で
共

通

し

て

い
る
。
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阿
寒
湖
周
辺
や
知
床
半
島
に
お
け
る
近
年
の
積
雪
パ
タ
ー

ン
が
シ
カ
に
与
え
る
影
響

エ
ゾ
シ
カ
の
生
存
率
に
影
響
を
与
え
る
の
は
、

一
般
的

に
記
憶
や
記
録

に
残
り
や
す
い
最
深
積
雪
深

で
は
な
く
、

期
間

で
あ
る
。
た
だ
し
、
七
〇

㎝
と
い
う
値

は
、
樹
皮
食

い
の
発
生

(北
原
ら
二
〇
〇
〇
)
や
現
在
の
道
東
地
域
の

エ
ゾ

シ
カ
の
体
格
な
ど
を
基
準
に
設
定
し
て
お
り
、
積
雪

深
五
〇

㎝
以
上

の
日
数
で
も
説
明

で
き
る

(
宇
野
ら

一
九

九
八
)。
共
通
す
る
点
は
、
最
深

で
は
な
く
期
間
を
重
視

す
る
こ
と
で
あ
る
。

図
3
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
だ
が
、
地
球
温
暖
化
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
に

一
九
八
○
年
代
よ
り
も

一
九
九

〇
年
代
以
降
の
方
が
、

エ
ゾ

シ
カ
に
と

っ
て
過
酷
な
冬
が

連
続
的
に
訪
れ
て
い
る

(宇
登
呂

(図
2
)

や
川
湯

(図

4
)
に
お
い
て
も

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
同
様
な
傾
向
)。

一
九
九
五
年
度

(期
間

一
=
二
日
、
最
深
積
雪
深

一
二
二

㎝
)
が
最
も
過
酷
な
冬
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、

最
深
積
雪
深
は
、
二
〇
〇

一
年
度
に

一
八
四

㎝
を
記
録
し
、

一
九
九
五
年
度
の

一
二
二

㎝
は
、
過
去
二
四
年
間
の
う
ち

十

一
番
目
の
記
録
で
あ
る
。

特

に
注
目
す
べ
き
点
は
、
十
二
月
か
ら

一
月
の
初
冬
期

に
お

い
て
、

一
回
当
た
り
の
降
雪
量
が
二
〇

㎝
以
上

の
ド

カ
雪
回
数
が
近
年
連
続
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る

(表
1
)
。

初
冬

に
ド
カ
雪
が
降
れ
ば
、
阿
寒
湖
周
辺
の
よ
う
な
内
陸

の
高
標
高
地
で
は
春
ま
で
雪
解
け
が
進
ま
ず
、
積
雪
期
間

の
長
期
化
に
繋
が
る
。
期
間
と
十
二
月
お
よ
び

一
月
に
お

け
る
降
雪
量
が
二
〇

㎝
以
上
の
ド
カ
雪
回
数

に
は
相
関
が

見
ら
れ
る

(P
〈
○

・
〇
五
)
(表
1
)
。
特

に
十
二
月

に

四
〇

㎝
以
上
の
ド
カ
雪
が
降
る
と
期
間
の
長
期
化
に
繋
が

り
や
す
い
だ
ろ
う
。
当
然
、
早
春
の
雪
解
け
速
度
も
重
要

で
あ
る
。
た
だ
し
、
春
の
越
冬
地
で
は
、
日
当
た
り
の
良

い
斜
面
か
ら
雪
解
け
が
進
み
、

エ
ゾ

シ
カ
は
餌
を
求
め
て

そ
の
よ
う
な
場
所
に
集
ま
る
。
気
象
観
測
地
点
で
積
雪
深

が
多
く
て
も
、
地
形
や
方
位
、
さ
ら
に
植
生
の
影
響
を
受

け
や
す
く
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
の
で
評
価
が
難
し
い
。
脂

肪
が
閾
値
を
下
回

っ
て
い
な
け
れ
ば

(昭
o
閃
o
覧
日
鋤
9

鋤
一・

b。OO
O
)、
体
力
の
回
復
が
見
込
め
る
だ
ろ
う
。

メ
ス
ジ
カ
狩
猟
、
越
冬
地
に
お
け
る
植
生
劣
化
、

一
九

九
五
年
度
の
大
量
死

(自
然
死
亡
)
な
ど
に
起
因
す
る
と

思
わ
れ
る
が
、
阿
寒
に
お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
の
越
冬
密
度
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
か
ら

一
九
九
三
年

以
降
二
〇
〇

一
年
ま
で
緩

や
か
な
減
少
傾
向
と
さ
れ
る

(玉
田
ら
二
〇
〇

一
)
。

ま
た
、
阿
寒
湖
周
辺
の
よ
う
に
道
東
他
地
域
と
比
べ
て

積
雪
が
多
い
越
冬
地
に
お
い
て
、

一
九
八
○
年
代
お
よ
び

一
九
九
〇
年
代
前
半
に
エ
ゾ
シ
カ
の
越
冬
に
好
都
合
な
気

象
条
件

(期
間
五
〇
日
以
下
)
が
続
い
た
こ
と
と

一
九
八

○
年
代
後
半
か
ら
道
東
地
域
で
エ
ゾ
シ
カ
が
爆
発
的
に
増

加
し
た
こ
と

(梶

一
九
九
七
)
の
関
連
性
が
少
な
か
ら
ず

示
唆
さ
れ
る
。

一
方
、
狩
猟
圧
強
化
に
伴
う
捕
獲
数
の
急
増
と
個
体
数

の
自
然
減
少
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
エ
ゾ
シ
カ
の
越
冬

に
と

っ
て
過
酷
な
気
象
条
件

(期
間
五
〇
日
以
上
)
が
、

一
九
九
八
年
度
以
降
同
時
期
に
重
な

っ
て
い
る
点
が
気
が

か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
給
餌
を
行

っ
て
い
る
阿
寒
湖
周

辺
の
森
林

(前
田

一
歩
園
財
団
所
有
地
)

(保
護
区
)

に

お
い
て
は
、
自
然
死
亡
率
低
下
は
見
ら
れ
る
も
の
の
オ
ス

メ
ス
の
駆
除
も
実
施
し
て
い
る
の
で
、
別
個
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

知
床
半
島
知
床
岬

(五
虚
)
で
は
、

一
九
八
六
年
か
ら

一
九
九
八
年
ま
で
年
平
均
増
加
率
十
九
%
で
急
増
し
た
個

体
群
が
、

一
九
九
九
年
に
崩
壊
し
た
と
さ
れ
る

(岡
田
二

〇
〇
〇
)
。
梶

(二
〇
〇

一
)
は
、

一
九
九
八
年

の

一
一

九
頭
/
虚
を
環
境
収
容
力
と
み
な
し
、
環
境
収
容
力
に
対

す
る
相
対
密
度
を
用
い
た
生
態
系
管
理
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。
生
息
地

の
保
全
管
理
を
進
め
て
い
く
上
で
も
貴

重
な
提
言
で
あ
る
。

知
床
半
島
と
い

っ
て
も
、
岬
、
宇
登
呂
側
、
羅
臼
側
、

半
島
基
部
な
ど
に
大
別
さ
れ
、
地
形
や
植
生
な
ら
び
に
気

象
条
件
な
ど
は
多
様
で
あ
る
。
知
床
連
山

の
存
在
は
、
高

標
高
地

(多
雪
地
帯
)
に
お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
の
越
冬
を
妨

げ
、
保
護
区
の
面
積
は
広
い
も
の
の
越
冬
適
地
は
海
岸
部

に
集
中
し
て
い
る
。

前
述
の

一
九
九
八
年
度
を
基
準
に
、
そ
れ
以
前

(
一
九

八
八
年
度
か
ら

一
九
九
七
年
度
ま
で
)
の
宇
登
呂
と
羅
臼

に
お
け
る
積
雪
パ
タ
ー
ン
を
見
る
と
、
宇
登
呂
で
は
、
十

年
間
で
自
然
死
亡
率
が
低
か
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
期
間
五

〇
日
未
満
の
年
度
が
八
回
あ
り

(図
2
)
、
羅
臼

で
は
、

同
様
の
年
度
が
九
回
あ

っ
た

(図
6
)
。
さ
ら
に
、
知
床

半
島
の
宇
登
呂
と
羅
臼
は
、
知
床
連
山

(知
床
峠
)
を
挟

み
、
対
岸
に
位
置
す
る
が
、

一
九
九
四
年
度
か
ら

一
九
九

六
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
パ
タ
ー
ン

(期
間
)
は
、
全
く

異
な

っ
て
お
り
、
十
年
間
で
宇
登
呂
と
羅
臼
双
方
が
期
間

五
〇
日
を
超
え
た
年
度
は
無
か
っ
た

(図
2
、
6
)
。
宇

登
呂
と
羅
臼
の
デ
ー
タ
の
み
で
は
、
知
床
半
島
全
体
の
気

象
条
件
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
冬
期
の
生

息
密
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
海
岸
部

(低
標
高
地
)
で
、

少
な
く
と
も

一
九
八
八
年
度
か
ら

一
九
九
七
年
度
ま
で
の

十
年
間
当
歳
の
生
存
率
が
高
か
っ
た
地
区
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

管
理
猟
区
設
定
に
対
す
る
期
待

エ
ゾ
シ
カ
の
保
護
管
理
を
進
め
て
い
く
上

で
、
被
害
対

策
と
大
発
生
や
絶
滅

の
危
険
性
を
回
避
す
る
個
体
数
管
理

な
ら
び
に
持
続
的
な
狩
猟
資
源
管
理
は
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
同
時
に
、
全
体
の
個
体
数
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
密
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度
管
理
、
高
質
な
地
域
個
体
群

の
保
護
管
理
、
捕
獲
の
み

に
頼
ら
な
い
被
害
対
策
、
生
息
地
保
全
、
生
物
多
様
性
や

生
態
系

の
保
全
も
必
要

で
あ
る
。

既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
既
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
自
然
死
亡
率
の
評
価
な
ど
に
タ
イ
ム
ラ
グ
と

い
う
欠
点
が
あ
る
。

現
在
の
よ
う
に
、
大
ま
か
な
猟
区
や
猟
期

の
設
定
と

ハ

ン
タ
ー

一
人

一
日
当
た
り
オ
ス
何
頭
メ
ス
何
頭
と
い
う
条

件
で
は
、
捕
獲
許
可
数
が
生
息
数
を
上
回
り
、
猟
期
が
終

了
し
集
計
が
完
了
す
る
ま
で
、
捕
獲
数
が
わ
か
ら
な
い
。

当
然
な
が
ら
密
猟
数
も
わ
か
ら
な
い
。

今
後
漸
減
措
置

へ
移
行
す
る
に
つ
れ
、
よ
り
慎
重
な
個

体
数
管
理
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
段
階
的
に
管
理
猟
区
を

設
定
し
、
管
理
猟
区
に
お
け
る
駆
除
や
狩
猟

に
つ
い
て
は
、

ラ
イ
セ
ン
ス
制
の
導
入
と
頭
数
規
制
を
実
施
出
来
る
体
制

作
り
が
早
急
に
必
要
で
あ
ろ
う

(宇
野
ら
二
〇
〇

一
)
。

管
理
猟
区
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、
多
様
な
管
理
目
標
の
設
定

や
環
境
収
容
力
に
対
す
る
相
対
密
度
を
用
い
た
生
態
系
管

理

(梶
二
〇
〇

一
)
も
行
い
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
同
時

に
密
猟

の
防
止
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
精
度
の
向
上
や
迅
速
な
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
期
待

で
き
る
。

自
然
死
亡
発
生
予
測
へ
の
応
用

一
九
九
五
年
度
の
阿
寒
湖
畔
で
は
、
十
二
月
上
旬
と
下

旬
に
、

一
回
当
た
り
の
降
雪
量
が
四
〇

㎝
以
上
の
ド
カ
雪

が
二
度
降
り
、
雪
解
け
速
度
も
遅
か

っ
た
た
め
期
間
の
長

期
化
に
繋
が

っ
た
。

一
九
九
五
年
度
の
期
間
を
上
回
る
よ

う
な
厳
冬
年
は
、
十
二
月
上
旬
か
ら
四
月
下
旬
ま
で
の
約

五

ヶ
月
間
積
雪
深
約
七
〇

㎝
以
上
の
日
数
が
続
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

一
月
上
旬
以
降
七
〇

㎝
以
上

に
達
し
、
雪

解
け
速
度
が
平
年
場
合
、
期
間
は
九
〇
日
以
下

に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
期
間
が
九
〇
日
を
上
回
れ
ば
、
成
獣
の
死

亡
率
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

一
月

一
日
時
点
で

積
雪
深
七
〇

㎝
を
超
え
て
い
る
よ
う
な
地
域
や
年
度
は
、

大
量
死
の
危
険
性
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
各
観
測
地
点
に
お
け
る

一
月

一
日
の
積
雪
深

(午
前
九
時
の
値
使
用
)
と
期
間

の
関
係
を
図
9
お
よ
び

図
団
勺
に
示
し
た

(気
象
庁
提
供
デ
ー
タ
を
改
変
)
。
そ
の

結
果
、

一
月

一
日
の
積
雪
深
四
〇

㎝
を
基
準
と
し
て
、
四

〇

㎝
以
上
で
あ
れ
ば
、
当
歳

の
死
亡
が
急
増
し
始
め
る
目

安
と
な
る
期
間
五
〇
日
を
超
え
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と

が
わ
か

っ
た
。
逆

に

一
月

一
日
の
積
雪
深
が
四
〇

㎝
未
満

で
あ
れ
ば
、
期
間
五
〇
日
を
下
回
る
可
能
性
が
高
い
。
た

だ
し
、
地
域
に
よ

っ
て
は
四
〇

㎝
以
外
の
基
準
を
使
用
し

た
方
が
良
い
場
合
が
あ
る

(図
国
"
)
。

近
年

の
各
観
測
地
点
に
お
け
る
予
測

(
一
月

一
日
の
積

雪
深
と
期
間
の
関
係
)
の
成
功
率
は
、
宇
登
呂
七
三

・
三

%
、
津
別
八
○

・
○
%
、
阿
寒
湖
畔
八
三

・
三
%
、
川
湯

七
三

・
三
%
、
中
徹
別

一
〇
〇
%
、
羅
臼
八
○

・
○
%
で

あ

っ
た
。
ま
た
、
予
測
が
二
年
連
続
し
て
同
様
の
失
敗

(二
年
連
続
過
大
評
価
も
し
く
は
二
年
連
続
過
小
評
価
)

を
し
た
回
数
は
、
宇
登
呂
○
回
、
津
別

一
回
、
阿
寒
湖
畔

○
回
、
川
湯

一
回
、
中
徹
別
○
回
、
羅
臼
○
回
で
あ

っ
た
。

一
九
九
五
年
度
の
阿
寒
湖
畔
は
、

一
月

一
日
の
積
雪
深

が
八
三

㎝
で
あ

っ
た
。
豪
雪
年
の
定
義
は
、

「道
東
地
域

に
お
い
て

一
月

一
日
時
点
で
積
雪
深
が
八
○

㎝
を
超
え
て

い
る
よ
う
な
年

(地
域
)
」
と
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
?

こ
の
よ
う
に
初
冬
の
段
階
で
、
そ
の
年
度
の
積
雪
パ
タ
ー

ン
と

エ
ゾ

シ
カ
に
対
す
る
影
響
を
予
測
出
来
れ
ば
、
管
理

猟
区
を
設
定
し
頭
数
規
制
を
実
施
す
る
場
合
応
用
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
大
量
死
が
な
い
と
見
込
ん
で
、
あ

る
年
度
の
管
理
猟
区
内
に
お
け
る
捕
獲
許
可
数

(
ラ
イ
セ

ン
ス
を
所
有
す
る

ハ
ン
タ
ー
に
対
し
て
)
を

x
頭
と
し
た

場
合
、
前
期
後
期
に
五
〇
%
ず

つ
割
り
当
て
、
十
二
月
三

一
日
ま
で
x
/
二
頭
、

一
月

一
日
以
降

x
/
二
頭
と
し
て

お
く

(
一
月

一
日
の
時
点
で
管
理
猟
区
内
の
個
体
群

に
対

す
る
積
雪
の
影
響
を
検
討
す
る
余
地
を
与
え
る
た
め
に
、

前
期
後
期
に
配
分
)。
仮
に
管
理
猟
区
内

に
お
け
る

一
月

一
日
の
積
雪
深
が
、
四
〇

㎝

(七
〇
～
八
○

㎝
)
を
超
え

て
い
れ
ば
、
当
歳

(成
獣
)
の
自
然
死
亡

(大
量
死
)
が

予
測
さ
れ
る
の
で
、
後
期
の
許
可
数
を
変
更
し
減
ら
す
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
調
節
に
よ
り
生
息
数

の
変
動
幅
を
小
さ
く
出
来
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
結
果
的
に
予
測
が
失
敗
し
た
場
合

(特

に
二

年
連
続
同
様
の
失
敗
)、
変
動
幅
が
大
き
く
な

っ
て
し
ま

う
。
管
理
猟
区
に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
基
本
は
各
種
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
で
あ
り
、
自
然
死

亡
率
予
測
は
補
足
的
な
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、
失
敗
を
減

ら
す
た
め
に
は
、
管
理
猟
区
内
に
お
け
る
複
数
の
観
測
地

点
の
デ
ー
タ
を
評
価
の
対
象
に
し
、
総
合
的
に
判
断
す
る

の
が
良
い
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、

一
九
八
八
～
二
〇
〇
二
年
度
の
十
五
年
間
に
、

阿
寒
と
川
湯
双
方

(美
幌
個
体
群
の
越
冬
地
と
想
定
)
に

お
い
て
予
測
が
失
敗
し
た
の
は
、

一
九
九

一
年
度

の
み
で

あ

っ
た
。
さ
ら
に

一
九
九
六
年
度
の
阿
寒
湖
畔
の
よ
う
に
、

前
年
度
に
越
冬
条
件
が
厳
し
く
成
獣
の
死
亡
も
み
ら
れ
た

翌
年
は
、
前
年
度
の
影
響
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う

(宇
野

ら

一
九
九
八
)
。

管
理
猟
区
設
定
に
よ
る
頭
数
規
制
が
出
来
な
い
段
階
に

お
い
て
は
、
猟
期
後
半
を
オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
し
、
積
雪
深

を
考
慮
し
て
、
猟
期
終
了
を
繰
り
上
げ
る
と
い
っ
た
対
応

が
考
え
ら
れ
る
。

道
東
地
域
の
各
観
測
地
点
に
お
け
る
二
〇
〇
四
年

一
月
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一
日
の
積
雪
深
に
つ
い
て
、
東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学

部
植
物
資
源
学
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
警

報
八
○

㎝
以
上
、
注
意
報
四
〇

㎝
以
上

に
該
当
す
る
地
域

を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る

(大
雪
山
国
立
公
園
層
雲
峡
、

糠
平
な
ど
の
デ
ー
タ
も
追
加
予
定
)
。
狩
猟

を
す
る
方
は

参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
特

に
警
報

に
該
当
す
る
地

域

で
は
、
翌
年
度
以
降
の
持
続
的
狩
猟
を
可
能

に
す
る
た

め
に
も
、
ま
た
、
齢
構
成
や
性
比
を
健
全
な
状
態
に
保

つ

た
め
に
も
、
自
主
的
に
狩
猟
圧
を
調
節
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸

い
で
あ
る
。
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表1阿 寒湖畔における初冬期の20cm以上の降雪回数と一冬の一定レベル以上の積雪深観測日数の関係

一定レベル以上の

積雪 深観 測日数
(日)

12、1月

補正(回)

12月

補正(回)

1月

補正(回)

12、1月

未補正(回)

12月

未補正(回)

1月

未補正(回)

1989年 度

1990年 度

1991年 度

1992年 度
1993年 度

1994年 度

1995年 度

1996年 度

1997年 度

1998年 度

1999年 度

2000年 度

2001年 度

2002年 度

39

31

45

65

74

20

113

42

4

49

91

85

77

99

相 関 係 数→
*有 意P<0 .05

4

3

5

2

2

1

6

3

1

3

6

2

7

7

0.6572
*

2

1

3

0
2

0

5

1

0

2

2

1

1

2

0.5926
*

2

2

2

2

0

1

1
2

1

1

4

1

6

5

0.3539

4

3

2

2

2

!

3

3

1

3

4
2

5
5

0.5325

*

2

1

1

0

2

0

2

1

0

2

1

1

1

2

0.5215

2

2

1

2

0
1

1

2

1

1

3

1

4

3

0.2680

一定 レベル以上 の積雪深観 測日数(期 間)=積 雪深70cm≦ ～連続 日数 ～≧80cm

補 正1回 あた りの降雪量 が40cm以 上な ら2回 、60cm以 上な ら3回 とカウ ン ト。未 補 正
1回 あた りの降雪量 が20cm以 上な ら、降雪量 にかかわ らず1回 と した。 気象庁提供 データに基づ く
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図1阿 寒 川 上 流 、 美 幌 峠 牧 場 に お け る死 亡 率 の推 移

美幌1997、2002年 度 は推定値
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図2網 走管内宇登呂地区における一定 レベル以上の積雪深の連続期
間および最深積雪深の推移
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*不 連続 な年は、積雪 深70cm以 上の 日数の合計 とした。

それ以外の年 は、積雪深70cm≦ ～連続 日数～≧80cmに 基づ き北海 道気象月報(札 幌管区気象台)よ り作成。
北 緯44度03.1分 東 経144度58.9分 標高144m
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図3釧 路 管 内 阿 寒 湖 畔 にお け る一 定 レベ ル 以 上 の 積 雪 深 の=

連 続 期 間 お よ び最 深 積 雪 深 の 推 移 墨

*不連続な年は、積雪深70cm以上の日数の合計とした。
それ以外の年は、積雪深70cm≦～連続日数～≧80cmに基づき北海道気象月報(札幌管区気象台)より作成。

北緯43度26.0分 東経144度05.2分 標高430m
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図4釧 路管内川湯における一定 レベル以上の積雪深の 謬
連続期間および最深積雪深の推移.奪

*不 連続 な年が多いため、積雪 深70cm以 上 の日数 の合計 と した。

それ以外の年は、 積雪深70cm≦ ～合計 日数～≧80cmに 基 づ き北海道気象 月報(札 幌管区気象台)よ り作成』
北緯43度38.4分 東経144度27.1分 標高133m
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図5釧 路管内中徹別における一定 レベル以上の積雪深の 蓑

連 続 期 間 お よ び 最 深 積 雪 深 の 推 移 墨

*不 連続な年が多いため、積雪深70cm以 上の 日数の合計 とした。

それ以外の年 は、積雪深70cm≦ ～合計 日数～≧80cmに 基づ き北 海道気象月報(札 幌管区気象台)よ り作成。
北緯43度11.9分 東経144度08.5分 標高80m
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図6根 室管内顯 における淀 レベル以上雛 慧灘 擢定望
連続期間および最深積雪深の推移 畢

*不 連続な年が多いたあ、積雪深70cm以 上 の 日数の合計 とした。

それ以外の年は、積雪深70cm≦ ～合計 日数～≧80cmに 基づ き北海道気象 月報(札 幌管区気象台)よ り作成。
北緯44度01.1分 東経145度11.1分 標高82m
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死 亡 時 期 当歳は外見による推定

図7阿 寒湖北西部における1995年度越冬期の
月別死亡個体発見頭数
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図8宇 登 呂 に お け る1月1日 の積 雪 深 と冬 期 間 の
一 定 レベ ル以 上 の積 雪 深 連 続 期 間 の関 係

一定レベル:積 雪深70㎝≦～連続日数～≧80cm
気象庁提供データに基づき作成
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